


が、いまほグループ学 習 を行つている。

ペア学習は、お互いの信頼を築 くことができ、一人ひとりの学習の程度に応 じたき

め細かい学びを提 供 できる。 しかし一対一だと、学習 者 さんが 緊 張す る。一方、
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支援者が休すんだときなどは、学習の引き継ざができない。また、支援者の人数が足
よう1言う   し

りなくなる。このようなペア学習での問題がでた。そのため、学習者の要望を知るた

めに、「学習者の集いJを 開き、いろいろな意見や感想を聞いて、グループ学習に切 り

替えた。

グループ分けは、それぞれの学びの程度の達いや学習者さん同士の人間関係 も考慮

して決めた。そ うしたことでの良い点は 支 援者の人数の余裕が利き、学習者 さんお

互いのかかわ りが持てることにある。その反面で、学びの程度の違いに個人差がでて、

引つ込み思案になる学習者 さんもいる。そ して、どの程度の学びを身につけたか見極

めることが 難 しくなってきている。 グループ内では教科 リーダー を 中 心 に同 じ

教 材 で学んでいるが、他のグループの支援者 とお互いの学習についての打合せがで

きないでいる。

学習は 1年 ごとで 修 了 するようにしてお り、続けて学習することができるが、学

びの到達度をどこにおいたら良いか、いまのところ決められないでいる。そのことで、

学習者 さんが達成感を味合 うことに影 響 を与えているのかも知れない。

このように学習をめぐる反省と課題が話されました。札幌遠友塾で最初からかかわ

つているスタッフからは、遠友塾一年目からみればよほど上手に学習が進められてい

る、と評価が述べられております。

【学習者 と支援者とのかかわり】

学習者 さんの私的な個人情 報 は事務 局 内 で管理 してきたため、学習者 さんの生活

環 境 やこれまでの学 習 の程度が知 らされず、どのような学習対応をして良いか分か

らない、との支援者から不安や不満が寄せ られた。このこともあ り、時に支援者全員

で思いを話 し合 う場を設けた りしているが、まだまだ支援者相互での話 し合いの時間

がとれない悩みを持っている。

支援者の一言が学習者 さんを傷つけることもあり、かかわ り方を話 し合 うことが

大事になつてきている。

【授業場所の確保】

次年度も釧路市総合福祉センターを借りることができる。
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(大人数部屋、少 人 数部屋、その他部屋の 3室 )

将 来 は、学校 教 室 を借 りることができように要望をしていきたい。

釧路市からの支援

市生活福祉事務所 「生活保護受 給 者 自立支援プログラム」か ら、生活保護を受け

ている学習者の会費 (500円/月 )、交通費の支援を受けている。「くるかい」の予算に

市から20万円の補助金が支給 された。 この補助金は文 集や 教 材 の作成費に充てる。

旭 川 遠友 塾

学 習場所i 学 校法人旭川宝田学園旭川医療 情 報専門学校

時間 i 毎 週 土曜 日午後 5時 15分から

【授 業内容など】

旭川遠友塾は教科ごとに部会をつくっており、他の教科部会と横断する話し合いが

ないため教科ごとの学習について分かりづらい。個人としては、他の教科の授業内容

を知るようにしているが、授業や受講生の学習内容についてのスタンフ間の認識の

一致は図りづらい。受講生一人ひとりの学習の程度がなかなかつかみきれないでいる。

数学科では前年に比ベスタッフ同士が話し合う時間を持てないでいる。

授業は、中学3年程度の修 了 を目標に計画を立てている。学習場所は午後3時

から空くために、補習授 業は希望者にあわせスタンフがその時間に来て行 つている。

予算の関係で、国語辞典や英語辞典は購 入できないでいる。

これについては、学校などをあたれば古い辞典や見本を入 手できるのでは、とか、
一度授業で辞書の引き方を教えると、自分で買うようになる、との意見がだされてい
ます。

〔学習者 と支援者とのかかわり】

学習者さんを、「受講生」とよぶか 「生徒」とよぶか検討をしている。

会場の関係で最後まで残るスタッフも少なく、お互 の打合せに時間を割くことが
なかなかできないでいる。

【授業場所の確保】

旭サ|1医療情 報専門学校 (学校法人旭川宝田学園)か ら教 室使用の支援を受けて
いる。

し1 ,らい  f l      て い じせい=うこう  か                  ざ ■,せい  よ うゆ

将 来 に向けて、定時制高校 を借 りるこ とがで きないか を 行 政 に要望 したい。
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事務局では、不登校生や 学 習 障 がいなどの経験者、障がいをもつ生徒などの受け入

れができないか検討 しているが、受け入れ体制が 整 っていないことで見合わせてい

る。 このような受講生を受け入れることで、定時制高校を借 りることができないか

行 政 に 働 きかけたいと考 えている。

札幌遠 友塾 の卒 業 生 は定時制高校 に毎年 入 学 してい る。 札 幌東 高校 か らは

定時制入 学 の案内のために、受講生に説明 しに来てくれている。それ らのことか ら

も、旭川でも、卒業 した受講生が定時tll高校に入学する実績をつくり、夜 間 中学生が

いることで学校 教 育全体に良い影 響 を与えることを知 らせ ることも、教 室 を借 り

ることができるようにする一つの方法である、との意見がだされてお ります。

函館遠友 塾

学 習場所 : 函 館市総合福祉センター

時間 : 毎 週水曜 日 (会場の都合で火曜 日になることも)午 後 5時 20分か ら

本L幌遠友 塾

学 習場所 : 札 幌市立向 陵 中学 校

時間 : 毎 週水曜 日午後 6時 30分から

【授 業 内容など】

授業はおおよそ 中 学 1年 生半ばを 目標 においている。新学期に、4教 科部会から

「授 業計画 と運営」がだされ、それを全体会議で話 し合 う。こ学期末に、受講生に

授業アンケー トを 行 う。それは 「①授業が楽 しかったですか ? ② 説明の しかたは

楽 しかったですか ? ③ ブ リン トはみやすかつたですか ? ④ 授業の内容はいかが

でしたか ?」とい う選択項 目に答えてもらいます。このアンケー ト回答の分析を元に、

学年部会 と教科部会 とで話 し合いを行 う。それぞれの話 し合いが全体会議に報告 され

て話 し合 う。

2009年度から、教科ごとに 「授業の反省 と来年の課題」をまとめています。そ うし

て、受講生の学 習 の程度を推 し量ることができるようにする。また、学年 ごとに受

講生が進 級 するか、もう一度同じ学年を繰 り返すか、などを受講生と話 し合 う。

3年 間を通 じた授業 目標を立てている。

国語 : 卒 業 文 集 を書 く

数学 : 一 次方程式ができる
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英語 i 英 語で自己紹 介 をする

社会 : 「 わた しの願い」を書く
たoせ ↓"ん かた  と "Ⅲ lすつ

授業の達成感を受講生が感 じ取れるように、1授 業ごとが完結するようにする。そ
し, ,ウ ェう!    ネ んわん

の 日の授業終 了後 、 5分 間程度のスタッフ ・ミーティングを行い、その 日の授業内
容 と受講生の様子を話 し合 う。

｀んさ■)わヽ     さ (4aん  す う,1ぅ"  こ と し  ■ く !" く

授業を行 うにあたってのスタンフ勉 強 会が

まれた。
つさいう力い

、昨年は数学科、今年は国語科で取 り紅

また、社会科などでは月一回の授業のあとで、スタンフPFSの打ち合わせをし、実施

した授業の反省会をしている。資料などの作成においても、受講生の見やすい文字の

大きさや字体についても話 し合いを行つている。

【受講生とスタンフとのかかわり】

かつて、数学が難 しいといって、受講生が一斉に辞めるとか、英語が難しく進級
や =な     て , どヽ |こ,う ″`(

を止めるなどとい うことがあった。受講生のこれまでの学びの程度については、入 学
=ぼ う  千 た わ す|き つ    ェ コ し=      こ した0た だん はただん

やくわ, 宮 在 =ェ う″し,=Ⅲ う
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希望の電話などでの話 しを推察する他、入学式の後で個人面談を行つて判断 している。

″ ■ 1) お ゥヽ

り方をみることである程度のことは分かつてもらえると思っている。それでも、スタ
こと イ  ム =な 力 ■

ッフの一つの言葉や 行 いで、受講生が通つてこなくなることがあるので、スタッフ

の行為に気付いた折 りには、学年チーフが 直 接 に指摘をした り、事務局会議を経て
tFんたいかいヽ   と   あ
全体会議で取 り上げて話 し合った りしている。

つ,     よ るこ

受講生は学ぶことを通 じて 喜 びを感 じるのであり、そのためにスタッフのかかわ

りがあることの自党が大事になる。

【授業場所の確保】

学校教室を借りることを市教委に要望する時、 断 りの理由は 「学校教室の目的外
りよ う しうま↓ヽ

スタッフの役割は、受講生の学びをサポー トすることである。そのため、教科授 業
■●とう "く パくIAん    か な  ti=く

を担当しないスタッフであっても、各学年には必ず所属する。そ うすることで、授業

内容や受講生の個々の動向を知ることができるように している。
おし    1エ よ,に ,

新 しく入つたスタッフか らも、心得などを教えて欲 しいとの要望があるが、それは
よ う ↓  お オ ● すい すた  ち くせ、 せん転い

札幌遠友塾の場合20年経っている経験の蓄積から、先輩スタッフの受講生 とのかかわ

利用Jで ある。しかし、実際に学校教室を使用してみて、学校側の理解によることも

大きいが、生涯 学 習 と学校教 育の壁はほとんど感じられない。

また、予算のうえでも会場費が大幅に肖」減することができ、授 業 料を月 1,000円

に引き下げることができたのと、辞書など教材 購入など授業の充実に振り向ける
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さらに、学校が使えることになつたことで、教 員や生徒たち、PTA、 町 内会 と

の交 流 をはかることで、地域に支えられて遠友塾はある、強いては夜間 中 学 がある

とV うヽような将 来 の 姿 を描 くことができるようになってきている。

ことができるようになった。
ヽょついん  せ 立ヽ と ち tうない″Ⅲ
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いまの学校教育が崩壊に顔しているといわれるなか、夜間中学の存在は、学校教

育に良い影響を与えることができると思つている。夜間中学生が学校で学ぶことで、

そこの昼間の生徒 さんたちに「何のために学ぶのか」考 えるきつかけにもなる。向 陵

中学校もそ うであつたが、江別市立大麻 中学 校からも、本し幌遠友塾を教 材 に授業を

行 い、そのことで 「何のために学ぶのか」を考えるうえで、「とつても良い授業がで

き、教員にとつても良い勉 強ができた」とのお礼が届けられている。教室を借 りて

いる向陵中3年 生に、受講生からお礼の意味も込め、卒業そ して進学などへの 「励ま

しのメッセージ」を贈つた。

じっくリクラスでは、不登校や学習 障 がい と思われる受講生、障がいをかかえた

受講生などが通つてきている。スタンフの中には、専門性を持つ ことなく、それ らの

授業にあたることに心配 もあるが、年配の受講生からの心 配 りもあ り、楽 しく授業

が行われている。そのこともあつて、それ らの受講生も少 しずつ心を開き始め、表 情

も明るくなつてきている。 このような遠友塾の授業のあ り方 をもつて、向 陵 中 の

教 員 や生徒 さんたちとも交流が進められ

たらと良いとの思いを持っている。そ うし

て、このような交流の広が りは、夜間中学

も含 む 学 校 教 育 が 地域 に 支 え られ た

「公 共 圏」とい う意味を持つようになるの

ではないか。

【向陵中学校(先生・生徒・PrAlとの交流】
・ ど んなことをやっているのか知つてもらう

・ 授 業の見学をしてもらう

・ 学 校行事への参加

・ 「遠友だより」を学校や家庭へ配布してもらう

第
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札幌市教育委員会との話し合い

3月 2日 (火)、札幌市教育委員会 生 挫掌署謀王苦主醤 とェ藤、飯塚、泉 とで、窓 日
レベルの話 し合いを行ってお ります。

(1)札 幌市立向陵中学校の継続使用にともない、双方で 「反省 と課題」、いわゆ

る 「一年間使用 した総括」をしたい。
し =ェ ,い しまi ,

市教委は、「学校教室の使用」については市の事業で行つたのではなく、あく

まで札幌遠友塾の事業を支援 したかたちなので、それを総括することはなじまな
へんどう

い、との返答があ りま した。

私たちは今後、自主夜間中学についても市と共 同事業を行っていけることを
" ざ かつと,               ぃ  ち

目指 してお り、かつ、札幌市が生涯学習に遠友塾の活動を 「どのように位置づけ」

するのかについて覧継を知りたい。]肌琉1持では、白主夜間中学峰針筈筆藻」
と共同事業を行い、年間 500万円程度の予算をつけている。

また、沖縄県では白主夜間中学 「珊:期舎スコー レJで学んだ者に、その者の所属

する地域の学校が卒 業 証 書 を与えている。

『第2次札幌市生涯学習推進構想～さつぽろで 学 ぶ・活かす。つなぐ～』(2007
1 ユ●こう こ と 【

年 3月 発行)で は、その 「はじめにJに 、上回札幌市長の述べたつぎのような言葉
があ ります。

「札幌は、遠友夜学校を創設した新渡戸稲造をはじめ、先人の高い理想のもとで学

びの 礎 が築かれ、そこで 培 われた市民の活力をまちづくりにつなげることにより、
こん こち    は ,てん

今日まで発展を続けております。」

これは、遠友塾の活動についてもあてはまる言葉であると、私たちは感 じてお

り、このことからも札幌市の生 握 学 習 に位置づ くのではないだろうかD
=うり!う,すう

遠友塾では、向 陵 中 の教室を借 りることができるようになって、二つのこと
=rr  ぁ い=

を話し合うことができるようになった。そして、今話し合いを進めている。

① 授 業内容の検討から、授業時間の増加。水曜日以外の曜日の教室利用。
力 もくす う

科目数の増加をはかりたい。

② 生 徒、教師やPTA、 町内会との交流 (授業の交流を含め)。

地域に支えられた夜間中学、そして学校教育は地域社会の中心にあるよう
にしていきたい。

こうしたことからも、「行 政財産使用許可書」(2009年4月 からの向陵中の教
=うした

室利用)の 1年 更新にあたって、双方で 「反省 と課題」を行 うことができるよう、
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市教委に提案 してお ります。

(2)本 年度 5月 の 「つくる会J総会後に札幌市長 と市教育長に挨拶に行きました。

その際、「夜間中学の学び」について、前向きな見解 をいただいてお ります。

教育長 :「学齢期を過ぎた義務教育未修7者 について、学校の7解 がいるが、

通常の小中学校で受け入れることができないか検討する」

市 長 ir公 立夜間中学の今後のあるべき方向性は出していきたい」

これらの見解にもとづいた定期的な話 し合いを行い、実行のための方策を積

み車ねていきたい。また、この話 し合いは学校教育部 も含めて行つていきたい

ことも合わせて要請 しています。
こん″いこうしム'                  た んと,じ■

これ らのことは、今回交 渉 にあたつた市教委担当者には伝 えられていない

とい うことなので、後 日の交渉になります。市教委の学校教育部も含めた話 し

合いとい うことに 了 承 をえてお ります。

なお、当日市教委に、「第 1回 北海道 自主夜間中学交 流 集 会記録Jと 「すべての

人に義務 教 育 を 121世紀プランJ(全 国夜間中学校研 究 会2008年 12月 5日 採択)を

渡 しました。

「交流集会記録」については、他都市の自主夜間中学についても、将 来 には、学校

教 室 を使 うことを願つている。そのことで各 自治体市教委か ら求めがあった際は、

向陵中学校の事例を情 報 として開示することを、教育長は約束 してくれています。

「札幌市立|れ陵中学校の使用に関する覚 書 J(2009年 3月 13日 )で は、「平成 21

年 4月 以降における遠友塾の学校の使用を特に認めることとする」 となつています。

先の (1)に 述べたように、他都市で自主夜間中学が教室使用を求め、札幌市の他

の市民団体から 「学校教室の使用」についての求めがあった場合、「特に認 める」 と

の文言の内容を明らかにすることが必要になるのでは。

「21世 紀プランJに もとづいて、全国夜間中学校研究会に自主夜間中学 もふ くむ 「す

べての人に義務教育を 1拡大専門委員会Jを設置 (第55回 大会)し、各都道府県市町村

自治体へ 「義務教育の保障を求めてJVヽ くことを説明しました。

この拡大専門委員会には、文科省鈴木副大巨秘書が出 席 したこと。そこで、昨年、

参議院で採決、衆議院解散で自然 消 滅 した 「教 育 環 境整備法秦Jを 新たに提案 さ

れることが見込まれていることを、情報 として伝えました。
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はいちん

「教育環境整備法乗 第3条フ号」(廃案)
言な い  う 防 =ぼ う

r学習する機会が失われた者がその希望するときに再び学習する機会が与えられるよう
にすること。」

かしはら

ま,う こゅう

と牛 乳 を出 してい

この 「内規」が実施 されて以降、それまで在籍 していた御所市の 6名 の生徒 さんが

学習を続けることができなくな り除籍(義務教育なので休 学 や退学はない)とな りま

した。

「橿原に夜間中学をつくり育てる会 (代 表 米国哲夫氏)Jな どの活動内容 を項 目に

してお ります。

御所市教育委員会内規 (2008年 1月 )が 定められてから、奈良県夜間中学連 絡 協

議会は御所市教委 と紙回を求める3回 の話 し合いを した。 「内規」は御所市の

財政難から定めた。

2009/12/01 内 規撤回の 状 況 を 訴 えるリーフレッ トを御所市全戸に新聞折 り

込みで配布。御所市議会に要望書を提出。 「育てる会Jの 代表 と畝傍夜中の生徒
わ十ち」う   ど  ヽ■| 十ヽすん
会 長 が記者会見をおこなう。

その話 し合いのさなか、務旨難嵩然賛検 (2010/01/16)に、御所市教委上国教 育

し,じ いヽせさ

ヽ  し 1まう2)

長 のインタビュー記事 『ニュースそれから 夜 間中学補助削減』記事が報道。

「橿原に夜間中学をつくり育てる会」は、抗議文兼公開質問状 (2010/01/29)を
しつRん    ガ  ヽとう べ た し

「極原に夜間中学をつくり育てる会Jからの
ようせい

要請

かしはらしりつうⅢ Jち ,ラが,こうやめヽんよ,ど,うこ0うなく  か ん    = せ  し 宮ょういくいいんかL な` | 言ヽもんだい   け | ぃヽ

【極原市立畝傍中学校夜問学級入学に関する御所市散青委員会内規問題】の経禅

力 き たいよう さくてH

Fニ ビ ュ(【ト

■これまで補助 されていた交通費や補食費 (夜の学校なのでパン

る)は、今後一切補助 しない。

■以上のような内容に同意 しなければ入学を認めない。

提出。市教委はこの質問に回答 しないとの返事。

回答要望書 (2010/02/22)を市教委教育長 と御所市議会に提出。

御所市教委は、2008年 1月 に下記内容の内規を策定 しました。

■学ぶ年数を最 長 4年 間 とし、それ以上の学びを続ける人は自分で授業料を含む
↓oさい  ひ ■ ,   本 たん
一切の費用を負担する。

1 工し ょ
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「育てる会」か ら御所市教委教育長上日貞夫氏の毎 日新聞インタビュー記事に抗議

や意見を寄せて欲 しいとの要請がされました。

【毎日新聞記事の全文】

それから:夜間中学の補助削減 /奈 良

学齢期に学校に通えなかつた人たちを主な対象にした夜間中学 (中学校夜問学織)につ

いて、御所市教委は 08年 4月 、補助してきた補食費(給食費)などの自己負担や修 業

年限の短縮などの方針を打ち出した。夜間中学は必要なのか、という根本的な問題が聞わ

れている。県立奈良高校長などを歴任した御所市教委の上回貞夫教育長と、元県立高

教論で寝原市立畝傍 中学校夜FBR学級の支援活動を続けている市民団体「糧原市に夜間

中学をつくり育てる会」の米国哲夫代表に、考えを聞いた。【山成孝治】

◇金出すのは筋違い一―御所市教委教育長・上回貞夫さん

一―なぜ、補助を肖1滋したのか。

上回 昼に通う子どもが給食代や違足代を自己負担しているのに、働いている大人が払

うのは当然だ、ということだ。

一―義務教育なのに、居住地によつて負担に差が出るのはよくないのではないか。

上回 それなら、皆さんが御所市の方式に合わせればいいのではないか。生活保護を受

けている人は支援している。何ら問題ないと思う。

―一財政的にできなくなつたので、やめようということなのか。

上回 そうではなく、筋違いということ。なぜそんなところに金を払うのか、という素朴な

疑問だ。私は、夜間中学の役割はほとんど終わつているのではないかと考えている。

一一なぜ、そう思うのか。

上回 夜間中学は学齢期に行けなかつた人が行く学校。しかし、御所市の場合、ここ 30

年、そんな子は一人もいない。学校に来ない子がいれば、呼びに行く。放つておくような市
に はれし,うさが

町村は、日本中探してもどこ1こもない。

一―夜間中学の将来線をどう考えているのか。な籍年数は、内規で最長4年 にしている
が 。

り,うわん            し せ ん        そ うたん          ア んし■う

上回 規定では在籍は3年。留年する場合には、事前にこちら1こ相談してもらう。(現状の

夜間中学について)率直に言えば、今、サロンになつている。
一―どういうことか。

上国 交通費も出してくれ、食事も出て、遊んでくれる。これは学校ではない。
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――それでは、夜間中学はどういうものにすれrまいいのか。

上回 中 学の勉強がしたいというのなら、県教委に提出している教育祭程表の通りに

授業すればいい。
え い ご  す うがく りし,う

――英語や数学をきちんと履修せよということか。

上回 しかし、現状では、日本語教育ばかりだ。例えば、中国残留孤児なら、いろいるな

事情で日本国籍を失つているかもしれないが全力で面倒を見る。しかし、中国で大学を出

ているのに、日本語を勉強しに夜FBH中学に通つている人もいる。夜間中学は日本語を教え

る場所ではない。

に は ん = 言 ょう| 〈ヽ た=      ち ,うこくさんツoう こ し

し,■ い  リ カヽ |｀ か しはらし

しご ど  お     ち ょくせつ

0つ よう あ    ま え

い すoこん

せ■う| くヽ とう し としま    し ょうお【| しヽ,

じ宮 じせう いく し ,し なん ど

◇実態、理解してない一一任原市に夜間中学をつくり青てる会代表・米国哲夫さん

一―子どもが金を払つているのに、大人が負担するのは当然、という考え方がある。
け,こ うし■う

米国 仕事を終えて直接、学校に来る人が、何も食べずに勉強するのは、健康上、よくな

いので、パンと牛乳の「綿食」を出している。また、交通費を補助しているのは、夜間中学が

県内に3検しかなく、徒歩や自転車での通学が困難な場合が多いため。義務教育なのだか

ら、必要な補助をするのは当たり前ではないだろうか。

―一夜間中学に通つている人の多くが外国人だ、という考えもあるようだ。

米国 「外国人」と言われているのは、日本人と結婚して日本に来た人、日本が進めたブ

ラジルやベルーなどへの移民の2世、「中国残留孤児」の関係者という三つのパターン。こ

んな表現は使いたくないが、ある意味では、ほとんどが近代日本の「負の遺産」ではないか。

外国人が日本に勝手に来て、日本語を覚えるために夜間中学に来ている、というのは、夜

間中学生の実態を理解していない人が言うことだと思う。

―一では、今回は何が一番の問題なのか。

米国 4年という在籍年数。学ぶ冊にはきつい。
一―「きつい」とはどういうことか。

米国 読み書きだけでも、3年や5年で学び切れるものではない。小学校もまったく不就学

という人が来ることも想定しなければならない。

―一金を出す側からすれば、役立つかどうか分からないものに金は使えないと考える。

米国 教育はある意味で投資だから、外国人やお年寄り、障害者といった人たちへの教

育は「経済効率がよくない」と考えられるかもしれない。しかし、「人権の時代」と言われてい

る今、夜間中学はまさに「宝 の山」ではないか。昼の中学生が見学に来て、70歳のお年寄

りが一生懸命勉強している姿 を見て、感動して帰る。米国のハーバード大学でハイチの人

たちへの識字教育を実施しているグループも何度も交流に来ている。夜間中学に通う人た

ちの姿から、学ぶことの普通的な意味が理解できる。
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☆ 活 動の報告 ☆

2010年
だい か いじむ きょくか い ざ

1月 14日 (木):第 8回事務局会議
しりつちゅうがつこう

亀貝共同代表から私立 中学校 の設置について札幌遠友塾 と共同で行 うこ

との可能性の主旨説明がされました。
お くちけ い こ

かめがい

とつ

それは、奥地圭子 さんが NPO法人東 京 シュー レの活動を始め、その後に特

区制度を活用 し、葛飾区に私立東京シューレ葛飾中学校を開校 した事例によ

り、札幌にもフリースクールを発展 させた私立中学校の開校を検討できない

かとの説明です。それはフリースクールと夜間中学 とが一体となった私立中

学校の開校 とい う構想です。

- 1 2 -



2月4日 (木):第 9回事務局会議

第1回道内自主夜間中学交流集会に向けての準備

「橿原に夜間中学をつくり育てる会」からの要請事項をめぐって

2月 10日 (水)～11日 (木):第 1回北海道 自主夜間中学交流集会

3月 2日 (火):本 L幌市教委との話し合い

3月 4日 (木):第 10同 事務局会議

市教委との話し合いの報告 (本文に内容記載)

4月1日(木):第 11回事務局会議

・御所市教 育委員会内規問題に関 して

・第 4回 総会の開催に向けて

4月 17日 (土):御 所市教育委員会教育長へ

「夜間中学生の学ぶ権利を奪わないでくださいJとの要望書を提出

4月 30日 (金):第 12回 事務局会議

・ 活 動報告および活動方針 (案)の 打ち合わせ

・ 決 算と予算 (案)の 打ち合わせ

ゆ調
Ｆ

Ｌ

事務局員であつた
もり み ち え せい=ょ

森 允 意さんが4月 27日逝去されました。

謹 んで、故人の冥福を祈り、あわせてま悼の

意を表 します。
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■
　
Ｅ
　
Ｅ

事務局会議は毎月第 1週 の木曜 日、午後 6時 半から開催 しています。

事務局会議の開催

じむ さょく4Ⅲ ま   ま いつ官 もく工,す   ! !   じ よん    か いさい

かいかいましつ

場所は、札幌市エルプラザ 2階 会議室です。

「北海道に夜間中学をつ くる会Jの 事務所

本L幌市エルプラザ事務ブース No 16

〒0600808 本し幌市北区北 8条 西 3丁 目

「北海道に夜間 中 学 をつ くる会」URL   http:〃 yakanchugaku enyujuku coⅢ/

「札幌遠友 塾 自主夜間 中 学」URL    http:/た nyujuku com/

釧路 自主夜間中学 「くるかい」URL   http://kurukalo8 exblog jp/

(「つ くる会」ホームページに リンクしています)

iつ=,す

発行 日 2010年 05月 09日

そうかいかいさい

総会開催
に ち じ

日時:5月 30日 (日)午 後1時 30分 より
ば しょ さ つぽるしきょういくぶ んかかいかん      け んじゅうしつ

場所:札幌市教育文化会館 403研 修室
こうえん  き た言ゅうしゅうしじしゅや かんちゅうがく  言 ょうどうしぎょう

講演 】ヒ九州市自主夜間中学の共同事業に

ついて
はやし せ いい ち ろ

林 静一路 さん
そうかい か つどうほうこく ほ うしん あ ん

総会 活動報告と方針(案)
かいけいほうこく  よ さん      や くいん  せ んしゅつ

会計報告と予算(案) 役員の選出
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【資料】

御所市教育委員会

教育長 上 日貞夫 様

2010年 4月 17日

「夜間中学生の学びの権利を奪わないでください」との要望

礼幌市北区化 8条 西 3丁 目

札幌エルプラザ 2F

札幌市市民活動サポー トセンター

事務ブース No 16

北海道に夜間中学をつ くる会

共同代表 亀貝 一 義

工藤 慶 一

私たち 「北海道に夜間中学をつくる会」は、2007年 5月 に設立 し、義務教育を受け

る機会が実質的に得 られなかつた人たちの学ぶ権利を保障す ることを目指 して活動

をおこなってお ります。

いま北海道には、札幌遠友塾 自主夜間中学、自主夜間中学旭川遠友塾、自主夜間中

学函館遠友塾、釧路くるかいが開設 され、およそ 200名 の受講生、学習者 さんたちが

学んでお ります。

2009年 4月 には、オし幌遠友塾は札幌市立向陵中学校の教室を利用 して学ぶことがで

きるようになりました。また、「くるかい」は釧賂市より 20万 円の年間補助を受け、

かつ生活保護者の学習会費 と通学費の支援を受けてお ります。

さらに、学びの権利の保障から北海道ならびに札幌市に、公立夜間中学校の開設 と

自主夜間中学に対する支援を求めてお ります。

そのようななか、御所市教育委員会が執つた 「内規Jに より、橿原市立畝傍中学校

夜間学級に通学する生徒さんたちが除結を余儀なくされたことは、私たちにも大変残

念なことであります。

私たちは、「全ての人に義務教育を lJか ら、いまこそ夜間中学校が果たす役割に

は大きいものがある、と考えてお ります。そのことから、御所市教育委員会におかれ

ましても、橿原市立畝傍中学校夜問学級の授業見学をされ、そ こに通学 されている生

徒さんたちがおかれている実情を正 しく理解 されることを望みます。

私たちは 「夜間中学生の学びの権利を奪わないでください」とい う要望をし、御所

市教育委員会の 「内規Jが 見直されることを切に望むものであ ります。
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